
絵画で遊び、体験
アートに親しむ
トリックアート美術館

那
須
と
り
っ
く

あ
ー
と
ぴ
あ

ア
ー
ト
の
制
作
体
験
も

東
京
・
横
浜
に
も
美
術
館

多
く
の
人
気
作
品
を
展
示

び
わ
湖
大
津
観
光
協
会

和
歌
山
県
・
日
高
地
域

「
梅
シ
ス
テ
ム
」を
教
育
旅
行
に

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

スキー修学旅行に最適
長野県茅野市　白樺湖

夏には自然体験学習も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

恵
ま
れ
た
環
境
で
課
題
解
決
を
学
習

長野県観光機構

「自然学習」をアピール
舞
台
は
五
つ
の
国
立
公
園

環
境
保
全
へ
の
意
識
高
め
る

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
も
運
行

５
人
以
上
の
乗
車
が
可
能

（１６）第３２８０号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）８月２５日（月曜日）

　
日
本
発
祥
の
参
加
・
体
験
型
ア
ー
ト
「
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
」
。
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
角
度
に
よ
り

違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す
る
不
思
議
な
ア
ー
ト

だ
。
栃
木
県
・
那
須
と
東
京
・
お
台
場
、
横
浜
・
新
港

地
区
に
あ
る
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
常
設
館
は
、
作
品
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
写
真
に
撮
っ
た
り
、
自
由
に
触
れ

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
。
思
い
出
づ
く
り

と
と
も
に
、
芸
術
性
を
学
び
、
発
想
力
を
養
え
る
体
験

・
見
学
地
と
、
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
で
人
気
を
集

め
て
い
る
。

「
紅
葉
に
映
え
る
古
城
」

「飛び出す鳥獣戯画」

体験館でアートの制作体験ができる

　
「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー

マ
に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
多
く
の

人
気
作
品
を
展
示
す
る
体
験

型
の
美
術
館
。
東
京
屈
指
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
お
台
場
に
あ

り
、
一
般
客
や
修
学
旅
行
客

で
年
中
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
館
内
に
入
り
、
ま
ず
目
に

す
る
の
は「
江
戸
エ
リ
ア
」。

「
華
や
か
な
江
戸
の
彩
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
色
彩
豊
か

で
親
し
み
や
す
い
モ
チ
ー
フ

の
、
和
風
の
作
品
を
数
多
く

展
示
し
て
い
る
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
い
た
ず
ら
日

本
画
」
と
題
し
て
、
大
和
絵

浮
世
絵
の
名
作
を
だ
ま
し
絵

に
し
て
展
示
。
北
斎
の
「
神

奈
川
沖
浪
裏
」
で
来
場
者
が

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
り
、

「
飛
び
出
す
鳥
獣
戯
画
」
に

入
り
込
む
な
ど
、
現
実
と
絵

が
一
体
に
な
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
写
真
を
撮
れ
る
。

　
「
忍
者
屋
敷
エ
リ
ア
」
で

は
、
「
隠
し
扉
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
仕
掛
け
が
あ
り
、
そ

の
先
に
あ
る
「
名
作
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
で
は
、
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
の
過
去
の
作
品
か
ら
最

新
作
ま
で
体
験
で
き
る
。

「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

見
て
楽
し
め
る
作
品
で
ク
イ

ズ
や
隠
し
絵
に
挑
戦
。
お
土

産
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

販
売
し
て
い
る
。

　
▽
東
京
都
港
区
台
場
１
の

６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス
東
京
ビ

ー
チ
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
４

階
。
☎
０
３
（
３
５
９
９
）

５
１
９
１
。
不
定
休
で
、
午

前

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

営
業
。
入
場
料
大
人
１
２
０

０
円
、
中
学
生
以
下
８
０
０

円
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
横
浜
の
み
な
と
み
ら
い
や

中
心
街
に
近
い
新
港
地
区
の

複
合
施
設
「
横
浜
ワ
ー
ル
ド

ポ
ー
タ
ー
ズ
」に
昨
年
７
月
、

「
横
浜
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
時
空
を
超
え
た
旅
」
を
テ

ー
マ
に
、
過
去
、
現
在
、
未

来
の
世
界
を

点
の
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
で
表
現
。
最
新
の

錯
覚
や
ト
リ
ッ
ク
を
使
っ
て

制
作
し
た
作
品

は
見
て
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、

実
際
に
動
か
す

こ
と
で
体
験
で

き
る
。

　
「
仕
組
み
を

考
え
た
り
、
表

現
方
法
を
見
て

学
ぶ
な
ど
、
生

徒
の
感
受
性
を

高
め
て
、
美
術

に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と

ス
タ
ッ
フ
は
説
明
や
体
験
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　
▽
横
浜
市
中
区
新
港
２
の

２
の
１
、
横
浜
ワ
ー
ル
ド
ポ

ー
タ
ー
ズ
４
階
。
☎
０
４
５

（
２
６
４
）
９
２
４
０
。
不

定
休
で
、
午
前

時
半
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
１
３
０
０
円
、
中
学

生
以
下
９
０
０
円
。

　
「
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
」
（
栃
木
県
那
須
町
）

は
、
国
内
最
大
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

だ
。
テ
ー
マ
が
異
な
る
三
つ

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
ア
ー

ト
制
作
を
見
学
で
き
る
ア
ト

リ
エ
、
見
学
者
自
身
で
制
作

体
験
が
で
き
る
体
験
館
を
備

え
る
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
つ
、

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

は
「
子
供
の
頃
に
憧
れ
て
い

た
空
疎
の
世
界
」が
テ
ー
マ
。

お
と
ぎ
話
の
世
界
を
絵
画
で

創
り
出
し
、
光
の
演
出
に
よ

っ
て
、
見
る
人
を
幻
想
的
な

空
間
に
入
り
込
ん
で
も
ら
う

仕
掛
け
だ
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮

？
館
」
は
、
魔
法
の
世
界
を

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
再
現
し
た

館
。
立
つ
位
置
に
よ
り
体
験

者
２
人
の
体
の
大
き
さ
が
変

わ
っ
て
見
え
る
「
エ
イ
ム
ズ

の
部
屋
」
や
鏡
を
使
っ
た
ト

リ
ッ
ク
な
ど
体
験
型
の
作
品

が
豊
富
。

　
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
」

は
、
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス

の
三
大
巨
匠
の
名
作
を
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
で
再
現
。
「
最

後
の
晩
餐

ば
ん
さ
ん

」
や
「
ア
テ
ネ
の

学
堂
」
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼

拝
堂
」
は
見
る
人
を
圧
倒
す

る
。
名
画
を
楽
し
く
、
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
施
設
に

な
っ
て
い
る
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
の
隣

に
あ
る
「
制
作
ア
ト
リ
エ
」

は
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
制

作
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
制
作

す
る
場
面
を
見
学
す
る
こ
と

が
無
料
で
で
き
る
。
ア
ー
ト

に
つ
い
て
質
問
が
で
き
る
た

め
、
学
生
の
興
味
や
探
求
心

を
満
た
せ
る
機
会
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　
ア
ー
ト
制
作
体
験
館
「
ホ

ワ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
は
、
予

約
制
で
は
あ
る
が
、
実
際
に

絵
付
け
や
工
作
な
ど
実
際
の

制
作
体
験
が
可
能
だ
。
１
ク

ラ
ス
（

人
ま
で
）
が
入
れ

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
豊
富

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
絵
や
美

術
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
も
こ

こ
で
は
自
由
な
発
想
で
楽
し

く
制
作
で
き
る
た
め
、
こ
こ

で
し
か
得
ら
れ
な
い
思
い
出

が
得
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
▽
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町

高
久
甲
５
７
６
０
。
☎
０
２

８
７
（
６
２
）
８
３
８
８
。

不
定
休
で
、
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で
営
業
（
８

月
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
半
ま
で
）
。
入
場
料
３
館

共
通
大
人
２
８
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
９
０
０
円
。

「
大
津
絵
」
の
体
験
の
様
子

池
の
平
ホ
テ
ル
と
白
樺
湖
、
日
本
百
名

山
の
蓼
科
山
の
雄
大
な
自
然

湖上の貸し切り船から刺し網漁を見学する生徒たち

漁
師
か
ら
リ
ア
ル
な
課
題
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る

奥みなべ梅林のビューポイントから、里山を見学す
る参加者ら

ス
キ
ー
修
学
旅
行
で
に
ぎ
わ

う
ホ
ワ
イ
ト
期
の
ゲ
レ
ン
デ

自
然
学
習
の
様
子

　
長
野
県
観
光
機
構
は
、全

国
の
中
学
校
に
向
け
て「
自

然
学
習
」の
提
案
を
強
化
し

て
い
る
。特
徴
は
、長
野
県
に

あ
る
五
つ
の
国
立
公
園
を
舞

台
に
し
た
自
然
保
護
、環
境

保
全
を
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
点
で
、そ

の
狙
い
は「
生
徒
が
自

然
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、か
つ
、自
然
保
護
と

環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
」と

同
機
構
。ま
た
、「
自
然

が
与
え
る
恵
み
が
、都

市
生
活
と
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
」と
話
す
。

　
現
地
で
行
う
自
然
保
護
、

環
境
保
全
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
、「
外
来
種
駆
除
」

「
登
山
道
の
整
備
」な
ど
。併

せ
て
、環
境
省
職
員
に
よ
る

国
立
公
園
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
も
受
け
ら
れ
る
。

　
環
境
省
職
員
に
よ
る
事
前

学
習
へ
の
参
加
も
都
合
が
つ

け
ば
可
能
で
、そ
の
内
容
は

①
国
立
公
園
レ
ク
チ
ャ
ー
②

野
生
動
物
保
護
、対
策
な
ど

の
レ
ク
チ
ャ
ー
③
ジ
ビ
エ
料

理
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
観
点
な
ど
。

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
質
疑
応

答
に
も
対
応
す
る
。

　
併
せ
て
、「
自
分
た
ち
が
で

き
る
自
然
保
護
、環
境
保
全
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
会
を

行
う
事
後
学
習
も
提
案
し
て

い
る
。　

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、長
野

県
観
光
機
構
パ
ブ
リ
ッ
ク
事
業
１
部
☎
０
２
６（
２
１
９
）

５
２
７
４
。

　
長
野
県
観
光
機
構
は
、５

人
以
上
の
乗
車
が
可
能
な

「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
」＝
写

真
＝
を
利
用
し
た
教
育
旅
行

を
提
案
し
て
い
る
。長
野
市

（
長
野
駅
ま
た
は
宿
泊
施
設
）

出
発
・
到
着
に
利
用
で
き
４

ク
ラ
ス
、
台
ま
で
に
対
応
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
最
大

乗
車
人
数
は
９
人
と
な
っ
て

い
る
。　

　
同
機
構
が
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
利
用
を
薦
め
る
理
由
は

①
班
別
で
行
動
で
き
る
②
小

回
り
が
利
く
た
め
観
光
バ
ス

が
行
け
な
い
場
所
に
行
け
る

③
生
徒
自
ら
に
よ
る
コ
ー
ス

設
定
が
可
能
な
ど
。ま
た
、タ

ク
シ
ー
運
賃
を
半
額
に
で
き

る
手
法
で
、昨
今
の
バ
ス
代

の
高
騰
に
対
抗
で
き
る
交
通

運
賃
の
削
減
が
期
待
で
き

る
。生
徒
が
コ
ー
ス
設
定
、運

賃
計
算
な
ど
を
行
い
、申
請

書
を
作
成
し
、機
構
が
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、タ
ク
シ
ー

会
社
が
実
際
に
申
請
を
行
う

と
い
う
新
し
い
事
前
学
習
が

で
き
る
。行
程
を
考
え
る
楽

し
み
、訪
れ
る
観
光
地
へ
の

興
味
が
持
て
る
点
が
特
徴
。

　
長
野
県
は
観
光
地
が
豊
富

で
、組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン

が
無
限
で
、産
業
観
光
を
組

み
入
れ
る
こ
と
も
可
能
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
長
野
県

観
光
機
構
パ
ブ
リ
ッ
ク
事
業

１
部
☎
０
２
６（
２
１
９
）５

２
７
４
。

　
長
野
県
茅
野
市
の
白
樺
湖

は
、四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か

な
自
然
を
体
感
で
き
、一
方

で
洗
練
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
感

覚
の
諸
施
設
は
安
全
と
快
適

を
兼
ね
備
え
、教
育
旅
行
に

最
適
な
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
を

提
供
し
て
い
る
。各
エ
リ
ア

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
だ
。

　
長
野
県
は
、ス
キ
ー
修
学

旅
行
の
代
表
的
な
地
域
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、茅

野
市
の
白
樺
湖
一
帯
は
、ス

キ
ー
だ
け
で
な
く
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、年
間

を
通
し
た
教
育
旅
行
先
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。標
高

１
５
０
０
～
１
８
０
０
㍍
の

大
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
、山

や
高
原
の
木
々
が
緑
の
萌
え

た
つ
夏
季
、一
面
が
真
っ
白

な
雪
に
覆
わ
れ
る
冬
季
…
四

季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

を
み
せ
、多
様
な
体
験
が
で

き
る
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
夏
季

に
は
清
涼
で
開
放
的
な
空
間

や
環
境
を
生
か
し
た
自
然
観

察
や
自
然
体
験
学
習
、登
山
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
が

広
が
る
。
日
本
百
名
山
の
蓼

科
山
や
車
山
高
原
、
八
島
湿

原
と
い
っ
た
若
干
ハ
ー
ド
な

登
山
か
ら
幅
広

い
レ
ベ
ル
で
楽

し
む
こ
と
が
で

き
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ル
ー
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
を
堪
能

で
き
る
。
北
ア

ル
プ
ス
を
見
渡

す
こ
と
の
で
き

る
各
コ
ー
ス
は

教
育
旅
行
の
み

な
ら
ず
、
家
族

や
夫
婦
な
ど
一

般
の
人
々
に
大

変
人
気
な
ス
ポ

ッ
ト
で
も
あ

る
。

　
冬
季
に
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
が
行
え
る
。
ス
キ

ー
場
は
、
池
の
平
ス
ノ
ー
パ

ー
ク
を
は
じ
め
、
し
ら
か
ば

２
ｉ
ｎ
１
ス
キ
ー
場
、
白
樺

高
原
国
際
ス
キ
ー
場
な
ど
が

点
在
し
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
対
応
し
て
い
る
た

め
、
生
徒
た
ち
の
習
熟
度
に

合
わ
せ
て
コ
ー
ス
が
選
べ

る
。

　
日
本
で
も
有
数
の
星
ス
ポ

ッ
ト
の
あ
る
長
野
県
。
そ
ん

な
数
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る

中
で
よ
り
空
に
近
い
標
高
１

５
０
０
～
１
８
０
０
㍍
で
満

天
の
星
体
験
を
で
き
て
、
都

会
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い

夜
空
い
っ
ぱ
い
に
輝
く
細
か

な
星
た
ち
を
観
賞
で
き
る
。

池
の
平
白
樺
高
原
ホ
テ
ル
に

は
星
空
を
案
内
す
る
星
空
ガ

イ
ド
が
常
駐
し
て
お
り
、
高

原
の
夜
空
に
無
数
に
輝
く
星

々
を
案
内
し
、
星
座
の
つ
な

ぎ
方
や
、
神
話
の
話
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
今
一
番
魅

力
的
な
体
験
の
一
つ
で
も
あ

る
。

　
滋
賀
県
大
津
市
は
、
約
６

７
０
平
方
㌔
㍍
と
い
う
日
本

最
大
に
し
て
最
古
の
湖
「
琵

琶
湖
」
の
畔
、
県
の
南
西
部

に
位
置
し
、
京
都
・
大
阪
な

ど
近
畿
圏
の
約
１
４
５
０
万

人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　
京
都
市
に
隣
接
し
、
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
か
ら
９
分
、
市
内
中

心
部
か
ら
車
で

分
と
、
京

都
市
内
か
ら
好
ア
ク
セ
ス
と

い
う
点
も
ポ
イ
ン
ト
。
大
津

京
遷
都
か
ら
１
３
５
０
年
の

歴
史
を
持
ち
、
最
澄
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
天
台
宗
総
本

山
の
比
叡
山
延
暦
寺
や
、
紫

式
部
が
源
氏
物
語
を
起
筆
し

た
と
い
わ
れ
る
石
山
寺
な

ど
、
歴
史
上
の
名
だ
た
る
人

物
に
愛
さ
れ
、
自
然
と
人
々

の
暮
ら
し
が
調
和
し
た
美
し

い
水
辺
の
風
景
の
宝
庫
。

　
ま
た
、
世
界
最
大
級
の
長

さ
を
誇
る
び
わ
こ
花
噴
水
な

ど
琵
琶
湖
の
姿
が
一
望
で
き

る
風
光
明
媚
な
ス
ポ
ッ
ト
は

観
光
客
の
支
持
を
集
め
る
。

　
び
わ
湖
大
津
観
光
協
会
で

は
、
２
０
２
２
年

月
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
求
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
「
び
わ

湖
大
津
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
旅
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
創
設
し
た
。

　
■
び
わ
湖
大
津
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
琵
琶
湖
を
中
心
に
、自
然
、

歴
史
、
文
化
、
産
業
と
い
っ

た
多
様
な
地
域
資
源
を
教
材

と
し
、
児
童
・
生
徒
が
現
地

で
体
験
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
社
会
に
つ
い
て
主
体
的

に
考
え
る
探
究
型
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
自
然
の
み
な
ら

ず
、
大
津
で
の
体
験
学
習

（
現
地
学
習
）
と
、
事
前
事

後
学
習
を
組
み
合
わ
せ
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
自

ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
る
。
事
前
学

習
で
は
、
訪
問
先
に
つ
い
て

調
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
も
学
ぶ
。

　
現
地
学
習
で
は
体
験
学
習

を
通
じ
、
大
津
市
の
課
題
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
修
得
。

　
そ
し
て
、事
後
学
習
で
は
、

現
地
で
の
体
験
を
通
じ
た
気

づ
き
や
学
び
か
ら
、
地
域
に

生
か
す
自
身
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
考
察
。

　
■
六
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
選

ぶ
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
び
わ
湖
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、伝
統
産
業

や
自
然
体
験
な
ど
を
①
自
然

②
歴
史
③
環
境
④
文
化
⑤
産

業
⑥
経
済
の
学
習
テ
ー
マ
に

分
類
。自
分
た
ち
が
体
験
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
ん
な
学

び
に
つ
な
が
る
の
か
を
分
か

り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。

　
■
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に

関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル

を
設
定

　
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

の
目
標
の
ど
れ
に
該
当

す
る
か
示
す
こ
と
で
、日
々

の
学
習
に
つ
な
げ
や
す
く
な

る
と
同
時
に
、初
め
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
児
童
生
徒
向
け

に
分
か
り
や
す
く
、学
習
教

材（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）と
し
て

も
活
用
が
見
込
め
る
。

　
■
琵
琶
湖
と
と
も
に
生
き

る
産
業
と
暮
ら
し
を
知
る

　
琵
琶
湖
を
舞
台
と
し
た
産

業
や
環
境
に
関
す
る
体
験
学

習
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
の

一
つ
。湖
上
で
は
、貸
し
切
り

船
か
ら
刺
し
網
漁
の
様
子
を

見
学
す
る
体
験
を
用
意
し
、

琵
琶
湖
の
生
態
系
や
水
産
資

源
の
循
環
を
知
る
機
会
と
な

る
。

　
同
時
に
、漁
師
か
ら
は
、外

来
魚
の
影
響
、漁
業
の
担
い

手
不
足
、環
境
変
化
に
応
じ

た
工
夫
な
ど
、現
場
の
リ
ア

ル
な
課
題
を
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
、教
室
で
は
得
ら
れ

な
い
学
び
を
得
る
。

　
ま
た
、漁
業
体
験
の
拠
点

と
な
る
堅
田
地
区
で
は
、琵

琶
湖
で
唯
一
の
造
船
所
の
見

学
を
実
施
。観
光
船
や
漁
船

の
建
造
・
修
理
が
行
わ
れ
、地

域
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り

と
、琵
琶
湖
の
産
業
が
い
か

に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
か

を
実
感
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　
■
水
辺
の
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、気
づ
く
学
び

　
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
内
容

を
充
実
化
し
た
点
も
特
徴
。

特
に
湖
岸
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、楽
し

み
な
が
ら
自
然
と
の
関
わ
り

を
学
べ
、好
評
を
博
す
。カ
ヌ

ー
体
験
で
は
、湖
と
人
間
と

の
関
係
性
を
身
体
的
に
理
解

す
る
。

　
ま
た
、水
辺
の
植
物
の
ヨ

シ
に
関
す
る
学
習
で
は
、ヨ

シ
が
果
た
す
水
質
浄
化
機
能

や
生
物
の
す
み
か
と
し
て
の

役
割
に
注
目
し
、再
生
・
保
全

活
動
の
必
要
性
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
る
。ヨ
シ
を
使

っ
た
ク
ラ
フ
ト
体
験
で
は
、

実
際
に
手
を
動
か
し
な
が
ら

自
然
素
材
の
特
徴
を
理
解

し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
素
材

っ
て
ど
ん
な
も
の
か
」と
い

っ
た
問
い
が
自
然
と
生
ま
れ

る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、「
琵
琶
湖
が
あ

る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
暮
ら

し
」や「
自
然
と
共
生
す
る
こ

と
の
大
切
さ
」を
五
感
で
感

じ
取
っ
て
い
る
。こ
の
背
景

に
は
、滋
賀
県
が
定
め
た
地

域
独
自
の
環
境
目
標「
マ
ザ

ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ（
Ｍ
Ｌ

Ｇ
ｓ
）」の
理
念
が
あ
り
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り
身
近
な
琵
琶

湖
の
視
点
か
ら
具
体
的
に
学

ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
■
歴
史
と
文
化
の
継
承
か

ら
未
来
を
考
え
る

　
大
津
市
に
は
、長
い
歴
史

を
も
つ
文
化
財
や
伝
統
が
多

く
存
在
し
、こ
れ
ら
を
題
材

と
し
た
体
験
も
大
き
な
柱
。

例
え
ば
天
台
寺
門
宗
の
総
本

山
・
三
井
寺（
園
城
寺
）で
は
、

文
化
財
の
保
存
を
目
的
と
し

た
森
林
の
手
入
れ
を
体
験

し
、伽
藍

が
ら
ん

や
仏
像
だ
け
で
な

く
、そ
れ
を
取
り
巻
く
自
然

や
山
林
が
、地
域
の
文
化
的

景
観
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

を
体
感
し
な
が
ら
学
べ
る
。

　
ま
た
、「
大
津
絵
体
験
」で

は
、江
戸
時
代
に
大
津
宿
の

街
道
文
化
と
と
も
に
発
展
し

た
民
画
に
ふ
れ
、風
刺
や
信

仰
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
の
意

味
を
読
み
解
く
。

　
さ
ら
に
、大
津
の
秋
を
彩

る
伝
統
行
事「
大
津
祭
」で

は
、曳
山
展
示
館
の
見
学
に

加
え
、通
常
は
立
ち
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
曳
山
蔵
や
、

練
習
会
場
の
町
家
を
見
学
す

る
機
会
が
設
け
ら
れ
、４
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
祭

り
の
重
み
と
、そ
れ
を
今
に

伝
え
る
地
域
の
人
々
の
思
い

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
今
後
も
び
わ
湖
大
津
な
ら

で
は
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
、子
ど
も
た
ち
に

気
づ
き
や
き
っ
か
け
を
与
え

て
い
く
。

　
和
歌
山
県
の
御
坊
日
高
教

育
旅
行
誘
致
協
議
会（
事
務

局
＝
和
歌
山
県
日
高
振
興
局

地
域
づ
く
り
課
）と
紀
州
体

験
交
流
ゆ
め
倶
楽
部
は
６
、

７
の
両
日
、和
歌
山
県
み
な

べ
町
で
世
界
農
業
遺
産「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

に
関
す
る
体
験
型
教
育
旅
行

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ

た
。小
学
校
４
年
生
～
高
校

１
年
生
ま
で

人
が
参
加
。

梅
の
木
の
皮
を
使
っ
た
梅
染

め
体
験
や
梅
畑
の
見
学
を
行

っ
た
ほ
か
、一
部
参
加
者
が

民
泊
を
体
験
し
た
。

　
同
県
日
高
地
域
で
は
、紀

州
体
験
交
流
ゆ
め
倶
楽
部
に

よ
る
民
泊
受
け
入
れ
と
、間

伐
体
験
や
炭
焼
き
見
学
と
い

っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

を
実
施
。国
内
の
学
校
だ
け

で
な
く
、東
南
ア
ジ
ア
の
高

校
な
ど
か
ら
の
民
泊
体
験
を

含
め
た
教
育
旅
行
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
梅
の
生
産
が
盛

ん
な
み
な
べ
・
田
辺
地
域
は
、

山
の
上
部
に
薪
炭
林

し
ん
た
ん
り
ん

を
残
し

つ
つ
中
腹
部
に
梅
林
を
配
置

す
る
こ
と
で
、水
源
涵
養

か
ん
よ
う

や

崩
落
防
止
を
実
現
し
つ
つ
、

高
品
質
な
梅
を
生
産
す
る
仕

組
み
が
あ
り
、「
み
な
べ
・
田

辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」と
し
て

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
。今

年
で
認
定

年
を
迎
え
る
こ

と
な
ど
か
ら
、梅
シ
ス
テ
ム

を
学
べ
る
体
験
型
教
育
旅
行

の
推
進
と
、民
泊
の
受
け
入

れ
家
庭
の
充
実
を
目
的
に
、

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
。

　
み
な
べ
う
め
振
興
館（
み

な
べ
町
）に
集
合
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者
ら

は
、梅
農
家
で
あ
り
、同
町
認

定
の
梅
シ
ス
テ
ム
マ
イ
ス
タ

ー
で
も
あ
る
上
野
章
さ
ん
の

案
内
の
下
、梅
の
品
種
や
梅

干
し
づ
く
り
の
ほ
か
、水
源

涵
養
や
多
様
な
生
態
系
の
保

持
と
い
っ
た
梅
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
学
習
。梅
に
ま
つ
わ

る
体
験
と
し
て
、梅
染
め
愛

好
会
の
指
導
の
下
、梅
の
皮

を
煮
出
し
た
染
色
液
を
使
っ

た
、絞
り
染
め
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、里
山
に
広
が
る

薪
炭
林
と
梅
林
の
様
子
や
、

た
め
池
を
バ
ス
車
内
な
ど
か

ら
見
学
。昼
食
で
は
、梅
料
理

研
究
会
に
よ
る
梅
料
理
体
験

と
し
て
、梅
酢
を
使
っ
た
鶏

唐
揚
げ
や
バ
ラ
ち
ら
し
な
ど

を
試
食
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
み
な
べ
・
田

辺
に
水
を
供
給
す
る
島
ノ
瀬

ダ
ム
や
、南
高
梅
の
母
樹
を

持
つ
紀
州
高
田
果
園
を
訪

問
。島
ノ
瀬
ダ
ム
で
は
ダ
ム

に
よ
る
農
業
用
水
の
安
定
供

給
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
ほ
か
、堤
体
内
の
ト
ン

ネ
ル
を
特
別
に
見
学
。紀
州

高
田
果
園
で
は
、生
梅
の
ソ

ー
ス
が
か
か
っ
た
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
梅
干
し
４
種
の
試

食
を
行
い
な
が
ら
、同
園
が

取
り
組
む
、人
に
も
環
境
に

も
や
さ
し
い
梅
栽
培
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
炎
天
下
の
ツ
ア
ー
と
な

り
、梅
シ
ス
テ
ム
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
の
散
策
な
ど
は

行
え
な
か
っ
た
も
の
の
、参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、

同
地
域
の
梅
づ
く
り
の
特
徴

や
工
夫
に
つ
い
て
学
習
。写

真
を
撮
っ
た
り
質
問
し
た
り

す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。　
　

　
ま
た
参
加
者
の
う
ち
５
人

は
、新
た
に
民
泊
受
け
入
れ

を
始
め
る
家
庭
で
の
民
泊
も

体
験
し
た
。

　
ツ
ア
ー
後
に
行
っ
た
、参

加
者
の
家
族
な
ど
に
勧
め
た

い
か
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
体

験
で

点
中
８
点
以
上
の
評

価
を
獲
得
。「
梅
が
嫌
い
な
人

も
食
べ
ら
れ
る
料
理
が
あ
っ

て
す
ご
か
っ
た
」「
梅
づ
く
し

の
１
日
で
い
ろ
ん
な
梅
の
こ

と
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た

と
い
う
。

　
事
務
局
の
山
口
和
起
氏

は
、「
梅
染
め
や
梅
料
理
な

ど
、総
じ
て
評
価
が
高
か
っ

た
。い
た
だ
い
た
意
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、さ
ら
に
教
育
旅

行
向
け
に
磨
き
上
げ
て
い
き

た
い
」と
意
欲
を
語
っ
た
。
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